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　大学は、研究なしに存在しません。

しかも、大学の自由とは教育の自

由ではなく研究の自由のことです。

　特に東北学院大学が研究をい

かに重視しているかについては、

昨年の大学基準協会の相互評価

において、一定の評価が与えられ

ました。本学の研究の一つの水準

を示すものとして、本年度から与

えられた「オープン・リサーチ」補

助金があります。これについては、

本誌４ページに谷口満教授が詳

しく報告していますので、それを

ご覧願います。

　以下は、本学の教育の現状の一

端と、近未来の教育に関する改革

の方向の二、三を記したものです。

　来年４月からの法科大学院開

設を目指し、現在準備が進んでい

ます。法科大学院は法学部の上に

できるわけですが、入学定員の３

分の１を法学部以外の出身者の

中から入学させなければならな

いという条件があります。このこ

とは、本学の全学部にとって、進

学や将来に対する希望という一

つのインパクトを与えるものと

なるでしょう。法科大学院生の予

定入学定員は50名で、どの程度の

学生が志願するかわかりません。

しかし、本学の中に、高度専門職

の言わば「ビジネススクール」の

一つの形態としての法科大学院

があるということは、大学の一つ

の機能として重要なものではな

いかと思われます。法学部にかか

わるビジネススクールの一つと

しての法科大学院の開設が、今後

の他学部にかかわる専門職大学

院の検討への機会になるという

ように、将来の東北学院大学のあ

り方について一つの具体例を与え、

方向を示しているというように

思います。しかし、それはまさに

一つの方向に過ぎないわけで、東

北学院大学全体の教育からすると、

教養学部の拡充がより大きな改

革となります。教養学部教養学科

人間科学専攻・言語文化専攻・情

報科学専攻の３つの専攻を、「人

間科学科・言語文化学科・情報科

学科」の３つの学科とします。そ

のほかに設置を申請することが

決定している「地域構想学科（仮称）」

を含め、教養学部４学科への改組

を来年度申請する予定です。それは、

本学の教養教育の新しい体制を

築くということになり、本学が「教

養教育型総合大学」であるという

ことを、さらに明確にすることに

なります。

　平成３(1991)年の大学設置基準

の大綱化により、専門教育と教養

教育の区別がなくなり、学部・学

科の専門教育に集約していく形

を非常にとりやすくなりました。

また、そのために教員の選考にお

いて、専門性を重視した採用を進

めてきましたが、それは教養学部

のあり方に対して不安定な要素

となってきました。今回、教養学

部を４学科にすることによって、

教養教育の内容を豊かにすると

同時に、教養学部の本来持ってい

る教養学部全体の教養教育とい

うものを、さらに充実させるきっ

かけになるのではないかと思い

ます。

　教養学部は、本年で開設15年目

を迎えます。教養学部が、既存の

学部・学科のように縦割りであっ

たならば、教養学部を充実・拡大

させるということは、既存の学科

を増やすということになってい

たと思います。しかし、教養学部

の教養教育は、そのような縦割り

の教育をむしろ拒んで、学部全体で、

幅広く深い教養、リベラル・アーツ・

カレッジを拡大した総合教育を

行ってきました。それにより、教

養学部を中心としたＬ字型の教

養教育を一つの基礎とした「教養

教育型総合大学」を、継承するこ

とができたのです。今後もこの方

向を堅持して進んでいきたいと

思います。

　教養学部の教養教育は、ある意味、

日本の大学の教養教育のモデル

の一つとなっていると思います。

そのモデルというのは、大学全体

が教養教育を行うのではなく、教

養教育を教養学部が担うと同時に、

教養学部自体の教育を教養教育

として完結させるという特色が

あります。これは、東京大学にお

いて行われている方式ですが、日

本の大学の中ではユニークなも

のではないかと思います。

　文部科学省では、第三者評価機

関である財団法人大学基準協会

に委託し、「特色ある大学教育支

援プログラム」として、教育に対

する特別な支援体制を始めました。

本学でもこのプログラムに申請

するため準備が進められており、

特に、これまでの教養学部の教育

方法を総括したものを、第三者評

価機関から審査を受けるという

ことは重要な意味があります。本

学では昨年度、大学基準協会の大

学評価の一つである相互評価を

受けました。その結果概評の中には、

「教養学部が自身では今日的な学

科構成を持ちながら、全学共通の

教養教育を担うべく努力を傾け

ていることは、…評価できる。」と

ありました。今回は、それに続い

て同じ大学基準協会の評価を受け、

それが文部科学省の評価となる

わけであり、よい評価を与えられ

るよう願っているところです。そ

れは、その評価が今後の本学のFD

への取り組みの参考となるから

です。

　教養学部の改組が検討された

きっかけは、学部の競争力の増大

が目立ってきており、また競争力

の高い学部で大学全体を牽引し

ていこうという考えがあったか

らです。新しい地域構想学科（仮称）

は、当初私が思案したものとはか

なり異なっています。私は抽象的

な表現ですが、教養学部というこ

とから、むしろ、言語文化学科と

いうものを中心としての地域研

究のようなものを考えました。し

かし、種々の会議を経て、最終的

に地域構想学科（仮称）という形

になりました。結果として良かっ

たと思います。この「良かった」と

いうのは、そのような学科の方が、

東北の地域にさらに密着し、そこ

で受け入れられる学科になった

のではないかと思うからです。

　地域構想学科（仮称）では、「地域

社会を支えるもの」、「生涯にわた

る健やかな生活」、「人と自然のか

かわり」という三つの領域を想定

しています。「地域社会を支えるも

の」の領域では、地域経済や政策な

どを住民の視点から考え、都市問

題や地域づくりに取り組みます。「生

涯にわたる健やかな生活」の領域

では、地域福祉や地域スポーツを

焦点に、心身共に健康な生活を生

涯にわたって維持するための諸課

題に取り組みます。最後に「人と自

然のかかわり」の領域では、自然環

境を構成するさまざまな要素を注

視し、環境問題に取り組みます。以

上のことが、この地域構想学科で

行われることになっています。

　地域構想学科（仮称）は、文字ど

おり、町おこし、村おこしに結び

つき、また、実習や実地研究の形

だけではなく、学問的にも結びつ

くでしょう。同時に、東北や日本

だけを問題とせず、発展途上の他

国の地域おこしということも視

野に入れたものとなります。この

学科で学んだ卒業生の予想され



ような機会をつくるのが、今回の

仙台市教育委員会との英語活動

に関する提携です。

　中等教育に関しては、特に中等

教育本来の教育を妨げないとい

うことが一方にあり、他方、大学

としては大学の教育を抑制しな

いことが、長期的視野で支援にな

るだろうと思います。推薦入試な

どで早い段階に本学への入学が

決まった学生に対し、本学での教

育を先取りする「入学前教育」を

行っていくことができるでしょう。

また、本学に決まった学生で、大

学教育を受けるための準備がで

きていない学生に対して、「リメ

ディアル教育」（補習授業）を行っ

ていくこともあるでしょう。

　最後に、特に高学歴・高齢化社

会の社会人に対して、大学は積極

的に貢献できます。それは、大学

の講義のエクステンション（延長）

や開放といえる公開講座です。今

一つは「学都仙台単位互換ネット

ワーク」を利用した社会人教育です。

これは、公開講座のような教養教

育のさらに上にくるもので、サテ

ライトキャンパスを設置し、単位

互換の講義をすると同時に社会

人にも科目等履修生として単位

の修得ができ、その結果、必要な

単位を取得すれば、大学卒業資格

を得るというものです。現在、「仙

台学長会議」の中で検討されてい

ますが、実現されると一種の「リ

カレント教育」となり、高学歴・高

齢化社会における大学の一つの

新しい役割になるでしょう。

　初等教育、中等教育、社会人教

育の枠を考えた時、本学に連なる

同窓生についても考えなければ

なりません。同窓生に対する本学

からのアプローチとして二つが

あると思います。

　一つはAO入試です。同窓生のご

子息で、一定の能力を有し、本学

ードに挑戦し修得できる学生を受

け入れることですが、今すぐ実現

可能と思われることは、既にいく

つかの大学がそうしているように、

既に高校時代、あるいは在学中に

取得したTOEICやTOEFLのある点数

以上を単位換算することです。

　なお、IT技術の向上については、

工学部の先生方が鋭意検討を重ね

てくださいました。近く、画期的な

技術向上のシステム導入を提案す

る予定です。

　いずれにしても本学としてはFD

委員会（仮称）を設けて、学長提案

に関連する教育改革をさらに積極

的に展開しなければならないと思

っております。

　去る８月５日、仙台市教育委員

会と東北学院大学は、「小学校英

語活動サポート」についての協定

を締結しました。そこで、今一度、

大学という高等教育機関の役割

について考えたいと思います。高

等教育機関には、三つの社会的な

役割があると思います。一つは社

会人に対して、二つ目は中等教育（中

学校・高校）に対して、最後に初等

教育（小学校）に対する役割です。

しかも、その三つとも大学の本来

の役割の展開でなくてはならな

いと思います。大学本来の教育が、

同時にそこで役立つ形の展開方

法が、一番大学に無理もないし、

大学としても発展すると思います。

そのために、大学の本来すべきこ

とをやめてということにはなら

ないし、してはいけないと思います。

その上で、大学が行うということが、

社会人や中等教育、初等教育に対

してどのような貢献があるかと

いうことになると思います。

　初等教育機関の教員になりた

いという学生がおりますが、その

ような学生にとっては、いろいろ

な形で初等教育の生徒に接する

ことは意味があるでしょう。その

る進路は、公務員、福祉関連、スポ

ーツ団体・企業関連、環境関連、GIS

関連（地域に関するあらゆる情報

をビジュアルに表現し、そこから

地域の特徴を分析するシステム）、

教員、気象予報士、観光関連など

です。

　前後二度にわたる学長提案には、

今日の東北学院大学が必要として

いる学部教育・大学院教育・研究の

改革の主要なものが含まれている

と思います。その一つとして、東北

学院大学全体の教育スタンダード

といえる、英語教育とIT教育の重

点化を既に打ち出しています。こ

こでいう英語教育とIT教育は、就

職活動の際の履歴書に書く点数や

資格を得るためだけではありませ

ん。英語教育とは、具体的に、TOEIC

やTOEFLを点数化して最低点を設け、

東北学院大学のすべての学生があ

る点数以上を持ち、英語コミュニ

ケーション能力を持とうというも

のです。また、英語に関連する学長

提案のもう一つに、国際交流協定

校の拡大があります。これは、総計

30校の協定校を選定し、学生収容

定員の１％程度の交換留学生の派

遣と受け入れを実現しようという

ものです。もう一つのIT教育は、IT

に関する技術や資格を有すること

によって、社会や企業で通用する

人材を育成するということです。

もちろんそれらの教育の土台にあ

るものは、教養教育であり、その上

で専門教育を受けて社会に出てい

くということが学長提案の意とす

るところです。

　東北学院大学のどの学部・学科

の卒業生でも、これだけのものを

持っているということは、企業と

しても安心して採用できるのでは

ないでしょうか。この実現のため

に重要なのは、東北学院スタンダ



での勉学意欲がある場合は、是非

AO入試にチャレンジしていただ

きたいと思います。それ以前に、

本法人は、二つの関係高等学校を

有しています。本学に御子息を進

学させてくださる前提として、最

も近い方向は、それらの高校で学

んでくださるということもあり

ます。

　もう一つは同窓会です。同窓会

の目的は、同窓生相互の親睦と研鑽、

さらには母校の支援です。同窓会

各支部での親睦は数多く行われ

ており、毎年10月には、同窓生を

大学に招待するホームカミング

デー〔同窓祭〕を開催しています。

また、公開講座を広く提供するこ

とにより、勉学意欲にも応えてい

ます。また、例えば、東北学院同窓

会館でなく、一種のサテライトキ

ャンパスの機能を併せ持つ「東北

学院会館」というものをつくり、

そこで同窓会が特別な企画を行

うということも思い描けるでし

ょう。

　最後に、東北学院大学は、感謝

すべきことに「地方のブランド」

とも表現されています。創立117

年という長い歴史を有し、約13万

７千人の同窓生や元教職員が蓄

積してきた大きな遺産があります。

それが、東北地方において受け入

れられた評価と言えましょう。私

たちは、その遺産を本当に大切に

しなくてはなりません。そして、

それらの遺産と調和させながら、

またはそれを用いながら、日々改

革を続けなければなりません。

　文化というのは、生かすことに

よって力を持つものです。日々改

革するところ、毎年改革すべきと

ころは改革し、そして、数年に一

度はまとまった大きな改革を実

行すべきです。幸いに、本学では

そのような流れができているよ

うに思われます。

東北文化研究所長・文学部教授　谷口　満

　文部科学省オープンリサーチセンター整備事

業として採択された、本学の『アジア流域文化論』

研究プロジェクトチーム（代表・細谷良夫文学部

教授・研究期間５ヶ年）が、いよいよ研究活動を

開始しました。

　まず第一に開始された作業は、東北文化研究所・

東北産業経済研究所・大学院図書室・中央図書館

などに集積されている膨大な関連資料の整理で

す。この膨大な資料を、できれば短期間で機能的

に整理したいというのは、メンバー全員のいわ

ば悲願であったのですが、今回大型のデジタル

化システムを設置して、これに取り組むことが

可能となりました。大版の書物や古文書から図録・

写真にいたるまでの、さまざまな資料のデジタ

ル化作業が日夜続けられています。興味のある

方は、土樋キャンパス５号館５階の作業室をの

ぞいてみてください。

　第二は、秋の公開シンポジウムの準備です。11

月７日には「プロジェクトII」主催のモンゴル史

に関するシンポジウムを、11月29日には「プロジ

ェクトI」主催の“発掘・調査と保存・研究”と題し

たシンポジウムを開催します。前者では、中見立

夫氏（東京外語大学教授）や柳澤明氏（早稲田大

学助教授）をお招きして、アムール川流域文化論

研究の前提となるユーラシア・モンゴル史研究

の新しい視点について討論を行い、後者では、中

国宜昌博物館の楊華研究員と古代学協会の浅香

正先生、それに本学史学科の辻秀人教授に、長江

流域文化論研究の前提となる考古調査と考古資

料の諸問題について報告していただく予定です。

　第三は、現地に赴いての資料調査と研究情報

収集です。長江の上流域・中流域・下流域、内モン

ゴル、アムール川の中流域・下流域、朝鮮半島、及

び雄物川、北上川、石狩川などで、各メンバーが

現地調査を実施します。その成果の一部は、早く

もこの冬に調査報告や研究論文として学術誌上

に公表される予定です。



広島市で郷土料理を提供する株式会社酔心の社長を務める原田仁司さんに、食文化についての

こだわりと、東北学院同窓会広島支部長としての思いをお話しいただきました。

原田さんが経営されている『酔心』は、広島の郷

土料理を提供するお店ですが、「食」についてど

のようなこだわりをお持ちですか？

　人間が長い年月をかけて培ってきたものは、

「文化」と「文明」の二つに大別できると思い

ます。「文明」というのは、人為的に手を加え

たものや、科学的な方法を加えてできたもの

で、「文化」というのは歴史や風土風習のよう

なものです。例えば、ものを食べるときに「い

ただきます」「ごちそうさま」という感覚は、

宗教的なものという捉え方もあるかもしれ

ませんが、これもやはり文化だと思うのです。

一回の食事の中で、ものを食べる順番という

のもそうです。最初からフルーツを食べると

いうことはありませんよね。ところが最近は、

そういったことが混乱しているような気が

します。それは、外食産業の発展がもたらし

たものといえるかもしれません。特に、無国

籍料理やエスニック料理などがそうです。そ

れはそれでいいのでしょうが、あくまでも他

国の文化です。私たちは、日本人であり、そし

てこの広島の地で広島の郷土料理を提供し、

食文化の再認識をしてもらおうというのが、

『酔心』のこだわりです。

広島で広島の郷土料理を提供することの意味

をお聞かせください。

　『酔心』の創業は昭和25年です。当時は会席

料理を提供する店でした。ただ、料理人自身

のこだわりが強く、『酔心』のカラーというも

のをつくるのが難しかったようです。苦労し

た時代ですね。それではいけないということ

で、地元の人間が幼い頃から食べ親しんでき

たおふくろの味や郷土料理のようなものを

提供しようと考えたわけです。

　広島は人類史上において最初の原爆被災

地ですから、世界から常に注目されています。

放射線影響研究会や平和に関するさまざま

な国際会議が開かれていますので、広島の郷

土料理を世界に発信するということは、義務

にも似た私たちの役割だと思っているのです。

「広島で２番目にうまい店」というキャッチフ

レーズですが、それには、どのような意味が隠

されているのでしょうか。

　郷土料理というと、家庭料理のようなもの

と思われがちですが、家庭料理はあくまでも、

おふくろの味です。やはりお雑煮ひとつでさ

え、あの味にはかなわないのです。だから『酔

心』は「広島で２番目にうまい店」。一番はお

ふくろの味というわけです。いくらレシピ

通りにつくっても、同じ味は出せないのです

から。

　しかし、現在は共稼ぎも多くなり、社会全

体が忙しく動いているので、家庭料理にも変

化が起きています。まな板と出刃包丁もない

家庭があるというのです。これに関しては、

私たちにも責任があるでしょうね。核家族や

共稼ぎなら、作る量や時間のことを考えれば、

やはり、惣菜売場で煮染め50gやおから100g

を買った方が安いということになりますから。

その辺は非常に難しいところです。

同窓会の広島支部長をお務めいただいており

ますが、主にどのような活動をされているので

しょうか。

　仙台から離れて20年以上になりますが、住

めば都といいますか、広島は住みやすく、仙

台との違いに戸惑ったことはありません。し

かし、スポーツなどでふるさとの名前を聞い

たときには、やはり血が騒ぎます。ほとんど

お役目というのはお断りしているのですが、

東北学院同窓会広島支部の支部長と、広島宮

城県人会の会長だけは引き受けています。毎

年さまざまな企業に宮城県の人たちが赴任

してきますので、その人たちとメンバーが顔

を合わせて、エールを交わし合っています。

広島という縁もゆかりもないところへ赴任

したわけですから、心細いはずです。そのよ

うなときに仙台弁で交流することは心強い

と思うのです。異業種交流という意味でも大

変有意義です。

本学在籍中に夢中になっていたことはどのよ

うなことですか。

　在学中は、硬式テニスに夢中でした。また、フ

ォークソング愛好会の活動もしていました。

　勉学の方は、選択していたカリキュラム以

外に、会計学を学んでいました。当時、門脇先生

や野口先生という、公認会計士の審査員を務

めるほどの立派な先生がいましたので、その

ゼミの人たちと図書館で知り合いになり、一

緒に勉強をしていました。ドイツ語原書での

ペイトンやリトルトン、シュマーレンバッハ

などの学説は、とてもおもしろいと感じました。

本学で学んだことが、今の仕事にどのようにい

かされていますか。

　今の事業経営の中でのさまざまな財務分

析や現状の数値の実態、あるいはそれが最良

の序列なのか、どの部分がウィークポイント

なのかといった部分の判断は、東北学院大学

の図書館で学んだことが基礎になっています。

また、リズム感とハーモニーはフォークソン

グで培ったものかもしれません。数学という

客観的なものによって、誰もが正当で妥当と

判断しても、それをどのようなリズムでいけ

ばいいのかということが大切だと思うのです。

ここは、クレッシェンド、ここはデクレッシ

ェンド、ここはフェルマータだと、そういっ

た感覚的なものを組み込んでいくことも必

要なのです。経営者は、作曲家でありコンダ

クターだと思っています。

在学生や、本学で学びたいと考えている方々に

メッセージをお願いします。

　私はさまざまな分野で事業活動に取り組み、

またこれからも積極的に活動をしていかな

ければいけないわけです。その私にとっての

無形の支えというのが、一つは学院魂。もう一

つは卒業と同時に就職した生命保険会社と

現在住んでいる広島で培った社会的人脈です。

どれが一番かというのは比較にはなりませ

んが、一番最初に育まれたのは、学院時代の友

達の支えや多くの人とのめぐり会いです。

　そして、３Ｌの精神です。すべての基礎と

いうものがそこにあると思います。皆さん

もそういったことを社会生活にいかしてい

けるよう、有意義な学生生活を送ってほしい

と思います。

原田�仁司（はらだ�じんじ）さん

宮城県岩沼市出身

昭和43年東北学院高等学校卒業、昭和47年東北学院大学経済

学部経済学科卒業。

株式会社酔心代表取締役社長、東北学院同窓会広島支部長。



東北学院大学では、大学院法務研究科法実務専攻（法科大学院）を平成16年4月に開学するため、

現在準備を進めています。入学者選抜方法については、以下のように予定しております。

�

　①前期日程　募集定員　40人

　　・出願受付：平成15年12月10日（水）～17日（水）

　　・試　　験：平成16年１月11日（日）・12日（月）

　　・合格発表：平成16年１月22日（木）

　　・手続締切：平成16年３月４日（木）

　②後期日程　募集定員　10人

　　・出願受付：平成16年２月16日（月）～19日（木）

　　・試　　験：平成16年３月２日（火）・３日（水）

　　・合格発表：平成16年３月11日（木）

　　・手続締切：平成16年３月18日（木）

　※合格者の３割以上は、社会人の方あるいは法学部以外の学部を卒業した方とします。

　①適性試験

　　「適性試験」の点数

　　　※大学入試センター、日弁連法務研究財団どちらの「適性試験」の成績でもかまいません。

　②教養試験（60分）

　　政治・経済・社会・時事問題の基礎知識と日本語・英語の基礎力をみます。

　③小論文試験(150分)

　　意見文を読ませ、次のような点をみるための文章(1,600字)を書かせます。

　　　ａ．論者の議論の骨格を読み取っているか

　　　ｂ．その議論に対応した議論(たとえば反論)ができるか

　　　ｃ．それらを的確な日本語で表現できるか

　④書類審査

大学での成績、社会的活動の記録、面接のためのエントリーシートを中心に、本学法科大学

院で学ぶ意欲・適性を多面的・総合的にみます。

　⑤面接試験(１人20分程度)

個別面接を行い、④の書類を参考にしながら本学法科大学院で学ぶ意欲・適性を多面的・総

合的にみます。ただし、受験者が募集定員の４倍を超えた場合は、「適性試験」と「教養試験」

によって面接試験を受験できる者を選抜します。選抜結果は第１日目の小論文試験終了後

に発表します。

　　最終的な合否判定は、次のように点数化して行います。

　　【適性試験】200点　　【教養試験】50点　　【小論文試験】150点

　　【書類審査・面接試験】100点　　【合計】500点

※この内容は、今後変わることがあります。最終的内容は、かならず募集要項で確認してください。

お問い合わせは、東北学院大学法科大学院設立準備室（大学院事務室内・佐々木）まで。

TEL.022-264-6365／FAX.022-264-6480

人をつくる。未来を語る。
ヨゼフ・ピタウ大司教による

特別記念講演会を開催

　6月28日（土）、ヨゼフ・ピタウ大司教（教

皇庁教育省局長）をローマよりお招きし、

土樋キャンパス礼拝堂において『人間形

成とキリスト教大学』との主題で特別記

念講演会を開催しました。ピタウ大司教

は、（1）大学理念の具現化である礼拝、（2）

愛に基づくこころ、（3）神との和解に基

づく教育共同体の自由で開かれた姿、（4）

高度な学問の構築、の重要性を指摘され

ました。本学の倉松学長が対話者として

応答し、講演への理解をさらに豊かなも

のにしてくれました。講演内容は、発行

予定の『講演記念誌』に全文掲載されます。

なお、末尾ながらカトリック仙台司教区、

学都仙台ルネッサンス研究会、仙台白百

合女子大学などのご協力があったこと

を記させていただきます。

第24回�東北学院大学

オープン・カレッジのご案内

　本学社会福祉研究所の主催するオープ

ン・カレッジが、『福祉社会論』～希望と不

安の中での戸惑い～と題して、学内外の

10名の講師による講義形式で開催してい

ます。皆さまのご参加をお待ちしています。

日程：平成15年9月25日（木）

　　　10月2日（木）・10月9日（木）

　　　10月16日（木）・10月23日（木）

　　　10月30日（木）・11月6日（木）

　　　11月13日（木）・11月20日（木）

　　　11月27日（木）

時間：18時30分～20時

　　　（※9月25日及び11月27日の終　

　　���了時間は20時20分）

場所：本学土樋キャンパス8号館（5F）

　　　押川記念ホール

受講対象：どなたでも自由に受講できます。

受講料：1,500円（講義報告集及び郵送

　　　代を含む10講義分）

　　　郵便振替にて受付します。



　去る6月28日、本学礼拝堂で元上智大学学長、現ローマ教皇庁教

育省局長のヨゼフ・ピタウ大司教の「人間形成とキリスト教大学」

と題する講演とその後30分程、同氏と学長との対話が行われまし

た。同氏は、キリスト教大学における礼拝の重要性と主要ポスト

はキリスト者がその任に当たるというクリスチャン・コードにつ

いて語り、創造と解放（エクソドス）、福音（十字架と復活）という

キリスト教の原理から講演を展開されました。以下はその要約で

す。〔キリスト新聞2003年9月6日発行より一部転載。なお東北学院

時報第619号（9月15日発行）を参照。〕

主要なポストには信仰者を

　人間形成は、ひとつの過程である。それは、１日で終わるも

のではなく、生涯にわたってかかわるものである。キリスト

教大学は、その人間形成の過程にどのような影響を与えるべ

きであろうか。ただ既知的、学問的な教育だけを与えるとい

うことではない。また、ただ大学に属している者だけが、それ

に関係していることではない。小・中・高等学校、大学でも、親

の責任は一番大きい。

　次に、キリスト教大学はまず第一にその象徴であるチャペ

ルを大切にせねばならない。キャンパスの中心はチャペルで

なければならない。学生たちはもちろん、教員・アドミニスト

レーションに属する教職員たちも、チャペルに出席しなけれ

ばならない。そうでなければ、チャペルは重要なものではな

いという印象を学生たちに与えることになるだろう。

　日本では、教職員すべてが、キリスト者であるわけではない。

無理にそうすれば大きな問題が起こるであろう。しかし、キ

リスト教大学で、主要なポストにキリスト者がいなくてどう

してキリスト教の精神を守ることができるだろうか。このこ

とを真剣に考えなければならない。

　中心的なコアとなる教師は、自分の信仰と、自分の生き方と、

自分の学問との一致の模範でなければならない。そして、職

員たちも同じ気持ちになって、学生たちを自分たちを自分た

ちの仕事、自分たちの生き方で導くことはできる。

キリスト教大学の雰囲気

　皆が一つの目的に向かって、大学をキリスト教大学として

一致して守らなければならない。キリスト教大学は、第一に

先生方、職員、学生を大切にする目的を持っている。一人ひと

りの学生、一人ひとりの教職員は、神から贈られた宝物である。

その宝物を大切にしなければならない。

　キリスト教大学には国立大学とは違う、特別な雰囲気があ

るはずである。そのようなキリスト教大学の雰囲気は、創造

の奥義から始まる。それは、すべての人は神によって創られ

た宝物であり、皆平等であることを意味している。人種差別も、

性差別もしてはいけない。よりよい人間にならなければなら

ない。絶対的な者はたったお一人、ただ、神だけである。キリ

スト教大学では第一に学問の発展、学問の進歩の真理を見せ

なければならない。そして自分の欠点を直し、毎日改革して

いかなければならない。

大学共同体として歩む

　キリスト教大学は、学問的にもいい大学であることが必要

である。しかし、それだけではない。はっきりしたミッション

（目的）を有している。それを説明し、理解してもらわなけれ

ばならない。その目的（使命）を実現するように努力する共同

体が、キリスト教大学である。

　その共同体は、一緒に奴隷の状態から自由の状態に入れら

れている（エクソドス）。それは私たちの信仰の一つの土台で

ある。また信仰の道を歩む者は、一人だけで歩むのではない。

信仰者とそうでない者との共同体として歩むべきである。キ

リスト教大学でありたいならば、第一に創造（すべての人に

神から与えられている能力、賜物を用いること）、第二にエク

ソドス（キリストによって与えられる自由と奉仕）の体験を、

一緒にしなければならないのである。

神と人とを結ぶ縦の線を強固に

　第三番目は十字架である。十字架はキリストの愛の印であ

る。この十字架をキリスト教大学の印として特に取り上げた

い。キリスト教大学のミッション（使命）は十字架であり、そ

れは神と人を結ぶ縦の線。それは、ある意味において、チャペ

ルと同じイメージである。

　そして横の線。共同体的なつながり、正義の考え方、弱い人

を大切にする考え方、政治的な責任、社会的な思いやり、それ

が横の線である。しかし、十字架を立てようとするならば、そ

の縦の線をしっかりと、土に深く置かないと、横の線はその

まま倒れてしまう。キリスト教では、正義のことを話しなが

ら神さまのことを忘れてしまうならば、過激的な政治運動、

あるいは社会運動に陥ってしまう。しかし、縦の線と横の線

を一緒にするならば、そのような過激的なことはありえない

と思う。もう一つ、キリスト教大学において、なければならな

い要素がある。キリスト教なしには、ヨーロッパ全体の80％

の美術はなくなってしまう。チャペルでもいい、図書館でも

いい、何か、美的な教育を与える場所が必要である。美のない

ところでは、真理、道徳的なこともなくなる。大学は、客観的

に何が良いことであるのか、何が善であって、何が悪である

のかという基準を、学生たちに与えなければならない。

　主観的な概念や思弁だけで、道徳観念を決定することはで

きない。キリスト教大学では主に、倫理の客観的なもの、判断

できる基準を聖書に基づいて与えるべきである（文責・倉松）。

（なお、「本講演と対話の会」を催すにあたって、学都仙台ルネ

ッサンスのお世話になり、また、カトリック仙台司教区、仙台

白百合大学の御援助・御協力を載きました。）�



公開クリスマスのご案内

　本年も、公開クリスマスを下記のと

おり開催いたします。厳かな雰囲気の

中での説教、礼拝堂に響き渡る壮大な

演奏をお楽しみください。多くの方々

のご参加をお待ちしております。

第15回泉キャンパス公開クリスマス

　パイプオルガンの演奏や聖歌隊の

合唱、キャンドルサービスなどが行わ

れます。また、小さなお子さまにクリ

スマスプレゼントも用意しております。

日時：平成15年12月5日（金）

　　　18時30分～

場所：本学泉キャンパス礼拝堂

説教：高田恵嗣牧師（日本基督教　

　　団仙台川平教会、平成9年本学　

　　キリスト教学科卒業）

問い合わせ先：

　　　泉キャンパス事務室庶務係　

　　　TEL.022-375-1122

第54回公開東北学院クリスマス

　聖歌隊と室内アンサンブルによる

オラトリオ「メサイア」の演奏やキャ

ンドルサービスが行われます。

日時：平成15年12月12日（金）

　　　18時～

場所：本学ラーハウザー記念礼拝堂

　　　（土樋キャンパス）

説教：笹森田鶴司祭（日本聖公会立　

　　川聖パトリック教会、昭和62年　

　　本学キリスト教学科卒業）

問い合わせ先：

　　法人事務局庶務部庶務課

　　TEL.022-264-6464

　明治38年６月３日のことです。東北学院のシュネーダー院長は、アメリ

カ大統領セオドア・ルーズベルトと会うためにホワイトハウスを訪れま

した。早川仙台市長らから託された日本刀と日本国旗を携えていました。

当日の様子を新聞は次のように伝えています。

　「官邸白堂」（ホワイトハウス）では、「同日正午、……内閣室に待つ事、稍

や十分、やがて一方の扉は静かに開かれて当世紀の一大偉人たるルーズ

ベルト氏、笑を含んで一同の面前に立」ち、同行者と順次握手を交わしま

した。その直後、シュネーダー院長は、

「仙台市に東北学院を開始せし以来、日米両国民の関係頗る親密にして、

予の帰米に際し市民は特に是等の二品を閣下に贈呈せん事を託せり」

と言い、日本刀と日本国旗を手渡しました。これに対し、ルーズベルトは、

「シュネーダ博士、貴君の帰らるる際、予の為め是等の謝辞を日本に持

還られよ。剣士の国民として名高き日本有志者より此銘刀を贈られた

るは、予の深く喜ぶ処なり。日本人は正義の為めに非ざれば決して之

れを抜放たず、然れども一度抜かんか邪を正し悪を懲らすにあらずん

ば再び鞘に納めざる国民なり。予は貴君の親切に謝す」

と謝辞を述べました。そして「夫れより雑談数分時、一同満足の意を表し

て官邸を退出」しました（『河北新報』明治38年７月４日より）。

　仙台市民が日本のシンボルともいうべき日本刀と日本国旗を献上しよ

うとしたのは、「米国が日本の為め尽くせる恩義に対し聊か感謝の意を

表せん」（同上）としたからでした。当時は日露戦争の最中でしたが、すで

に日本の優勢というかたちで大勢が決し、講和条約締結が待たれる状況

となっていました。この時、アメリカ大統領がそのための斡旋に名乗り出

たのでした。ちなみに、これにより同年９月にポーツマス条約が締結され

たことはご承知の通りです。仙台市民は、日本国民を代表するかたちで、

このようなアメリカ大統領の対応に感謝しようとしたわけです。

　それにしても、このような出来事からは、当時の仙台市において東北学

院がどのような存在であったかが浮かび上がってきます。仙台市民にと

って、東北学院は、欧米文化の窓口であったばかりでなく、上述の如き国

家の一大事をも簡単に託せるほどの身近で大きな存在でした。シュネー

ダー院長のことも、アメリカ大

統領と直接コンタクトできるほ

どの人物であることを、仙台市

民はよく知っていたのです。

　また、このような出来事からは、

明治の頃の東北学院の国際交流

の姿も見えてきます。今日大き

く発展している東北学院の国際

交流は、当時のこのような出来

事からスタートしたのかもしれ

ません。



　2003年3月、本研究科に在学してい

た長谷川貴弘氏が、博士課程後期課

程の修了にあたって提出した学位論

文『中国対外開放政策研究』の審査と

最終試験に合格し、めでたく博士（経

済学）の学位を取得しました。

　序章、第1章「開放政策以前の対外

貿易概観」、第2章「開発政策決定の背

景とその理論的考察」、第3章「開発政

策の推移とその成果（1）―外資導入

の拡大―」、第4章「開放政策の推移と

その成果（2）―貿易の拡大―」、第5章

「対外貿易の発展と外資系企業の貢

献―第９次５ヵ年計画期を中心に―」、

終章、からなる本論文は、1984年10月

22日に 小平が中央顧問委員会第３

次全体会議において行った講話を踏

まえて開始された中国の、いわゆる

改革・開放政策の展開を綿密な資料

の探索に基づき解明したものであり

ます。政治的には社会主義、経済的に

は市場経済を標榜する中国に留学し

た長谷川氏は、まず語学力に磨きを

かけ、可能な限り収集した文献を達

意の日本語に翻訳して用いており、

現時点での中国研究に寄与するとこ

ろが大きいものと考えられます。一

人の若手研究者が自らの足で中国の

大地を歩き、そこに住む人々の生活

に触れ、自らの眼と耳で見聞したこ

とをもとに書いた論文は、私たちに

雄弁に語りかけるものがあります。

　長谷川氏は、再び中国に渡って学

ぶことを計画し、目下準備中ですが、

さらに大成する日の来ることを期待

します。

　ところで、2002年2月、本研究科の

博士課程後期課程において学位論文

『日本経済と外国資本：1858－1939年』

の審査と最終試験に合格して博士（経

済学）の学位を取得して修了したサ

イモン・ジェームス・バイスウェイ氏

が、これまでの学会活動や学位論文

が評価され、2003年4月から日本大学

商学部の常勤講師に採用されまして、

元気に活躍をしておりますことも嬉

しいことです。国際関係論などの講

義を担当しているとのことです。



　工学研究科では、ウクライナ共

和国よりチェルネンコ・ヴォロジ

ミール先生をお迎えして共同研究

が進められました。先生の専門は「相

変態の物理学」と「金属物理学」で、

この分野では世界的な業績を数多

く残されています。研究関係では、

機械工学専攻の伊達先生と共同で、

マルテンサイト変態と形状記憶合

金の相変態へ及ぼす衝撃変形の影

響の研究を行いました。また、教育

面では「金属の相変態」に関する特

別講義を英語で行われました。先

生は、研究や講義を通して、工学研

究科の大学院生への学問的刺激を

与えられました。工学は普遍的な

性格を持つ学問分野ですから、多

少の言葉の壁は気にすることなく

英語という国際語を利用して、日

本という枠を越えた世界的な共同

研究は工学研究科では当たり前の

こととして実施されています。

　工学研究科では、大学院生が国

内の学会発表は当たり前のことで

す。さらに国際会議でも、先生の特

訓を受けて、英語で発表すること

もあります。そのような学会での

発表を可能にするためには、日常

的な努力が必要となります。学部

学生とともに徹夜で実験をするこ

ともあります。他大学の研究室と

合同で研究会を開催し長時間討議

し、お互いの研究の進展を図るこ

ともまれではありません。大学院

１年生の間は、学部での知識を元に、

技術者として必要不可欠な高度な

科目を履修することが最大の目的

となります。もちろん研究も着実

に進めていきます。２年生になると、

修士論文の完成を目指して、実験、

解析、調査が教員の厳密な指導の

もとに実施されます。修士論文の

企画立案、実験や解析の実施、そし

て論文執筆という過程で、指導教

員との密接なふれあいを通して、

技術者として必要不可欠な知識や

研究方法ばかりでなく、人生に関

わることも学んでいます。

オープンキャンパスで見た

東北学院大学

　8月1日（金）に『オープンキャンパス』

が開催されました。会場となった泉

キャンパスと多賀城キャンパスには、

約4000人もの高校生や一般の方々が

訪れ、キャンパス内を自由に見学し

たり、模擬授業に参加するなど、“大

学生”を体験しました。

　訪れた高校生たちは、どのような

ことを感じたのでしょうか。

大学で何を学びたいですか？

－「法学部で少年法について学びた

いと思っています。多くの専門家と

意見を交わして、もっと深く、広い視

野で物事を考えられる人間になりた

いです。」（県内女子高校生）

キャンパス見学をした感想は？

－「東北学院大学出身の父の勧めで

見学にきました。設備も充実してい

るし、教授や先輩方の雰囲気もいい

ですね。」（県外男子高校生）



　経済学科の学科課程には、経済学の既存の枠組みに入らない新

しい問題や緊急の課題を取り扱うために、「経済学特殊講義㈵～

」が配置されています。この中には、昨年度から始まった野村證

券による提供講座も含まれています。今年度前期新たに「現代日

本の経済社会の抱える諸問題」と題して、実業人による講義を行

いました。その趣旨は、現場感覚を知り、経済学と現実経済とを架

橋することにありました。「生きた経済教えます」というフレーズ

で『河北新報』にも報じられましたが、長期低迷する日本経済の中

で、日々さまざまな課題に直面し、それと格闘している実業人の

方から、それぞれの分野で問題とされ解決されなければならない

課題は何か、その対処法をどのように考えて行動しているのかを、

将来展望も交えて、将来に対する悲観のみが大きく膨れあがり希

望の灯をともすことがますます困難になっている学生たちに直

接に話をして頂き、今、大きな変革のうねりの中にある日本経済

や地域社会の実情を「知らせる」ことが目的でありました。もちろ

ん、併せて、人生の先輩として、現実社会におけるさまざまな苦労

話や体験談、人生訓など熱く語って頂き、学生の心に火をつける

ことができればと考えました。

　経済学科の教員や同窓会の支援も得て、講師は以下の10人の方々

にお願いをしました。仙台市助役加藤義雄氏、七十七銀行常務佐

藤勇氏、ヒューレックス代表取締役松橋隆広氏（以上３氏は本学

経済学部OB）、東北電力労働組合執行委員長関口哲雄氏、気仙沼イ

コーレ社長佐藤敏明氏、東日本放送社長高木健介氏、ＮＴＴファ

シリティーズ東北支店長岡田良一氏、デュエット代表取締役吉田

聰子氏、河北新報社編集局報道部主任清野孝悦氏、野村證券仙台

支店長徐浩平氏。何人かの方の熱のこもったお話の一端を少しだ

け紹介します。

　仙台市助役の加藤氏は、健康都市宣言、地下鉄、政令指定都市の

３つの問題に関わってきたことを話され、地方分権とは、地方の

時代に合わせて国のシステムを壊し再構築することであり、その

意味では「地域主権」と言うべきだと講義されました。学生へのメ

ッセージとして、座り心地の良い椅子に座るのではなく志を高く

持ちなさい、たくさんの本を読み多様な価値観を持ちなさい、何

よりも人を愛しなさい、と強調されました。七十七銀行の佐藤氏

は、企業不祥事と金融機関のコンプライアンスについて講義され、

内部統制システムの構築の必要性とコミュニケーション（人との

対話）の重要性を強調されました。東北電力労組の関口氏は、労働

界の立場から、組織率の低下などを踏まえて労組の存在意義につ

いて話されました。また、夢があれば希望がある、希望があれば目

標があるとつながると述べ、夢→希望→目標→計画→行動→実績

→反省→進歩→夢といった好循環が描けるようにしようと学生

にメッセージを送られました。なお、他の方のお話も紹介しなけ

ればなりませんが、紙幅の都合上省略いたします。

　土曜日の午後４時からの講義とあって、受講する学生は60名程

度と少なかったものの、その分たくさんの刺激を受けたようで、

講義は概ね好評でした。後期には、「宮城県の地域産業政策」をテ

ーマに、県職員の方々から講義して頂くことになっています。な

お、第１回目には、浅野史郎宮城県知事が講義をされました。こう

した講義は、「地域に開かれた大学」の一環として、学生に限らず

多くの地域の方々にも聴講していただければと考えています。

　人間的成長と組織とはどう関係しているのかといい

ますと、直接的には、個人の人間的成長と組織における

仕事との間に接点が見つかれば、大きなモチベーション

につながるということになります。より広い視野からと

らえれば、人間的成長を促すような（社会的）環境は、そ

れ自体が貴重な資産であるということもできます。人と

しての存在を得たものが、その生涯を通じて、より完全

で成熟した人格に向かって成長するのに好ましい（組織

内及び集団内の）関係をどう達成するか、ということを

テーマにしています。



　大学生の学力低下、学力崩壊の嵐は、日本中の大学に吹き
荒れており、工学部もまた同じくその中にいます。これらの原

因は、80年代に旧文部省が行った学習指導要項の改定、いわゆ

る“ゆとり教育”であると言われており、それに伴い高校の履

修科目の大幅な選択化による高校生の理科離れ、加えて大学

入試制度の規制緩和による入試の多様化・複線化が、大学生の

学力低下に拍車をかけています。

　近年、本学の工学部もその影響を受けて、学力の多様な学生

を受け入れなければならない状況に置かれ、２年前よりAO・推

薦合格者に対する「入学前教育」を始めています。これは、入学

時に最小限身についていなければならない数学と物理の知識

を考慮した問題を、12月から３月まで３回にわたり合格者に

郵送して添削指導を行うもので、この添削指導は勉学上の支

援を目的としているため、全教員がその指導にあたります。

　また、一般入試では、物理や数学㈽などを選択せずに受験が

可能なため、入学時に全入学者を対象とした数学と物理の習

熟度を「プレースメントテスト」で確認し、不足の学生に対し

ては工学部の正規の科目のほかに、物理と数学を中心とした「リ

メディアル教育」の科目が各学科とも用意されています。

　さらに、工学部には新入生の勉学などを個別に支援する「チ

ューター制度」があります。この制度は、工学部の学生として

の素養の向上と、勉学上のアドバイスを目的として作られた

制度です。

　また、新しい試みとして、昨年より高大連携を将来のキーワ

ードと考え、そのプログラムの一環として「出前授業」を行っ

ています。高校から希望があれば、随時工学部の教員が高校へ

出向いて授業をするもので、高校生の科学技術への視野を広げ、

学習意欲を高めることを目的として、授業内容は最先端技術

から基礎理学まで多岐にわたる幅広い内容で構成されていま

す。最近は、工学部の教育内容に対する理解と、学力の高い高

校生の期待に応える授業の場を提供することも考えており、

昨年は、県内外から23件もの授業の依頼があり好評を得てい

ます。

　このように、工学部では十分に工学基礎を身につけた学生

の輩出と高大連携をさらに発展させ、社会に開かれた工学部

を目指しています。

　我々は、鉄と白金との合金（FePt）を特定の結晶方向に

揃えて成長させた微粒子から成る薄膜で、磁化の方向を

反転させるために必要な磁場（保磁力）が5テスラー以上

と記録的に大きいことを発見しました。高密度記録では、

粒子の微細化によって保磁力が低下し、記録が失われる

問題が生じますが、FePtは数ナノメータの微粒子でも記

録が保持できる特性を持つので、将来のハードディスク

の材料として現在世界中で活発に研究されています。



　社会福祉研究所叢書とオープン・カレッジ

講義報告集が3月に刊行されました。研究所

叢書は、1993年にそれまでの研究所紀要に代

わって発行されたのが第1号となるものです

が、今号が第6号となります。この『研究所叢

書 』には「福祉社会の現在と行方」の表題の

もとに5編の論文が収められています。また、

オープン・カレッジ講義報告集は、講義を担

当された先生方に公開講座終了後にそれぞ

れのテーマをもとに新たに起こして頂いた

原稿を纏めたものになっています。そこには、

この講義報告集が単に記録としての報告集

という意味をもつこともさることながら、さ

らに公開講座終了後も改めて学ぶための題

材を講座受講生の皆様のお手元に置いて頂

くことにも意味があるのではないかという

私どもの思いが込められています。

　さて、今年度も9月25日から11月27日まで、

毎週木曜日の18時30分から、新たな講師スタ

ッフを交えて、新たな内容でオープン・カレ

ッジ「福祉社会論」が開催されます。皆様方の

ご参加を、心よりお待ち申し上げております。

なお、当研究所主催の公開講座は「向老大学」

の名称のもとに1980年に始められてから、来

年度には25回目（25周年）を迎えようとして

おります。その際には、ささやかではあって

もなにがしかの記念となる企画をと、現在研

究所スタッフ一同今年度の準備を進めながら、

知恵をしぼっているところです。

問い合わせ先　社会福祉研究所
TEL.022-264-6362

　東北学院大学の国際交流協定

校の一つである、アメリカのフ

ランクリン・アンド・マーシャル

大学に、平成14年8月から平成15

年5月までの期間、文学部英文学

科4年生の須藤恵美さんが留学

しました。不安定な世界情勢の

中でのアメリカの様子や、そこ

から感じたことなどを報告して

いただきました。

文学部英文学科4年　須�藤�恵�美

　本学の協定校であるアメリカのフランク

リン・アンド・マーシャル大学は、ペンシ

ルバニア州ランカスター市にあります。ラ

ンカスターの歴史はとても古く、その歴史

とともに、この大学も国内で伝統ある学校

として名を連ねています。

　コーン畑の広がるのどかな風土の中にキ

ャンパスはあり、世間の喧騒や、不安定な

世界情勢を忘れさせるかのようです。しかし、

まだ痛々しく残る同時多発テロの傷跡、人々

のそれに対する悲しみの深さは大きなもの

でした。そして、留学中盤に勃発したイラ

ク戦争は、アメリカ側の立場から世界の情

勢を見る機会を与えてくれました。武力行

使に関して、テレビではアメリカ軍がバグ

ダットに向けてどこまで侵攻に成功したか

を放送していました。大学も戦争に関して

のディベートを行うために、一日休校にな

ったりしました。私のとっていた授業の一

つでも、賛否両論の意見が交わされましたが、

アメリカ軍の武力行使が平和のために行わ

れたと考えるアメリカ人の学生も少なくな

かったことは、アメリカ国民としての意見

の一つであると感じました。

　湾岸戦争時、日本でテレビの映像で他人

事のように見ていた砲撃の様子が、今、ア

メリカのブラウン管から放送されると、他

人事では済まされない思いがしました。結

果として、武力行使という最終決断に達し

てしまったわけですが、学習面での実りの

ほかに、平和な国に生まれた幸せや、これ

からの平和の事を考える貴重な留学体験と

なりました。

国際交流協定校
�Ursinus�College　アーサイナス大学（アメリカ）
�Franklin�and�Marshall�College�フランクリン・アンド・マーシャル大学（アメリカ）���
�Fachhochschule�Wiesbaden��ヴィースバーデン大学（ドイツ）
�Pyongtaek�University��平澤大学校（韓国）
�Nankai�University��南開大学（中国）
�University�of�Durham　ダラム大学（イギリス）
�University�of�Ulster　アルスター大学（イギリス）

問い合わせ先　国際交流センター事務室
TEL�022-264-6425/6404
E-mail�ICO＠tscc.tohoku-gakuin.ac.jp

　封面に“耶蘇基利士督我主救者新遺詔書”

の題が見えますが、標題で知られます。目録

の末に“耶蘇降世一千八百一十三年鐫”の刊

記のある木版本で、中国における初の漢訳聖

書出版の意義を有する図書です。

　18世紀初頭には公認されていた天主教活

動も、雍正以降の布教禁止期を迎え急速に衰

退へと向かいますが、19世紀に入ると産業革

命の勢を背景に、英米の新教宣教師等による

布教活動が再開されます。その中国プロテス

タント伝道の先鋒とも開祖とも位置づけら

れていますのが、本書の訳者Robert�Morrison

（馬礼遜）です。

　倫敦伝道会所属のモリソンは、倫敦で中国

語を修得（モリソンは澳門で「華英字典」も出

版しています。）、更に大英博物館スローン文

庫にあった写本の漢訳聖書（新約の部分訳。

原本は18世紀初め頃の訳）の転写を終え、そ

れを携えて1807年に広州に来ました。その写

本にも依りながら初の漢訳聖書の訳出・出版

にとりかかり、1810年の“使徒行書”を皮切り

に、三年後の1813年にこの書の刊行を終えま

した。更には、同士William�Milne（米憐）、中国

人使徒蔡高などの協力を得ながら引き続き

旧約聖書の翻訳に取り組み、訳業を終え版も

整った1823年、その“旧遺詔書”と、前の新遺

詔書の抄編4本を併せた「神天聖書」（神天上

帝啓示旧遺詔書17本、神天上帝啓示新遺詔書

４本）をマラッカで印刷、全聖書の漢訳と出

版の大業を成し遂げました。

　モリソンの漢訳を鎬矢として、以降の中国

においては、鉛印技術の普及もあり、上海の

美華書館、香港の英華書院等の出版に代表さ

れる多くの漢訳聖書を見ることとなります。

問い合わせ先　図書館事務室
TEL.022-264-6491



　東北学院同窓会は、明治36(1903)年に設立され、今年で100周年を迎えました。

同窓会では、今年一年間を「100周年イヤー」と位置づけ、一連の開催行事をただ単

なるイベントとしてではなく、同窓生に限らず、一般市民の方々に広く東北学院

を知っていただく機会とするために、「開かれた同窓会」・「これからの100年を見

据えた同窓会」のコンセプトのもとに、参加の呼びかけを行っています。

　記念行事としては、4月に開催しました英国イートンカレッジ校による聖歌隊

公演、7月25日に行われた記念基金TG交流カクテル＆ビアパーティをはじめ、今後、

次の行事が行われます。

・10月23日（木）　記念講演会

　　　　　　　�（講演者の松岡佑子氏はハリー・ポッターの翻訳者です）

・11月14日（金）　チャリティーゴルフ大会

・11月15日（土）　記念礼拝並びに平澤（ピョンテック）大学校

　　　　　　　�音楽芸術学部演奏会

　　　　　　　�（平澤大学校〔韓国〕は東北学院大学の国際交流協定校です）

・11月15日（土）　記念式典並びに記念パーティ

問い合わせ先　法人事務局庶務部校友課　TEL.022-264-6468

　5月29日（木）、土樋キャンパスの押川記念ホールを会場に、本学と高等教育ネットワ

ーク・仙台が主催となり、「大学開放シンポジウム―地域活性化に役立つ大学開放―」を

開催しました。

　仙台市では、生涯学習の振興を目的に、専門性の高い学習機会を市民に提供するため、

仙台地区の高等教育機関と仙台市教育委員会が連携・協力して「高等教育ネットワーク・

仙台協議会」を発足しています。同協議会は、仙台地区の18校で組織され、各機関は、「ネ

ットワーク講座」、「リカレント講座」を開催し、市民に学習機会を提供しています。

　終身雇用制度が崩壊しつつある中で、自らの能力を開発するために生涯学習への関

心は高まっており、今や日本にとって、生涯学習の推進は大きな流れとなっています。

その生涯学習を積極的に提供していかなければならないのが大学であるといえます。

　大学開放を起爆剤として、地域の活性化や活力あるまちづくりを目指すには、生涯教

育や成人教育の意義・あり方、現状の課題、大学開放の位置づけ、地域の活性化と大学開

放の関連性などについて、地域社会の理解と協力が不可欠です。

　今回のシンポジウムでは、大学が地域における主要な生涯教育機関としてどのよう

に位置づけることができるのか、また、自治体や商工会議所、地域の中小企業などと連

携し、地域の活性化にどのように寄与できるかについて、意見を交換することができま

した。

　5月24日、新緑が薫る泉キャンパスにおいて、在学生のご父母を対象とする『後援

会総会』を開催しました。当日は、1,600名を超える出席者を迎え、総会では、大学の

近況や年間の活動方針が説明されました。また、大学礼拝からはじまる「大学開放

プログラム」も同時に開催され、多数の方々のご参加をいただくことができました。

出席されたご父母からのご意見を踏まえ、今後も大学と家庭の連携を深め、より

良い大学を目指して改革を進

めていきたいと思います。

　続いて、夏期休暇期間を利

用し、北は北海道旭川市、南は

静岡県浜松市までの計32会場で、

『地区後援会』を開催しました。

多くのご父母の方々との交流

を深め、ともに大学の現況と

今後の方針について考える機

会を持つことができました。



　学校法人東北学院では、平成11年8月1日から平成16年3月31日の期間を定めて、次の事業の完遂に向

けて、教育研究振興資金を募集しております。広く皆さまのご理解とご支援をお願い申し上げます。

　　【募金目標額10億円】

　　　１．東北学院育英奨学基金の増額

　　　２．東北学院高等学校校舎（家庭科実習室等）整備

　　　３．東北学院大学教育・管理棟建設（土樋キャンパス）

詳しくは、東北学院法人事務局財務部会計課までお問い合わせください。

〒980-8511�仙台市青葉区土樋1-3-1��TEL.022-264-6467　FAX.022-264-6510

　AO入試（A日程）第一次選抜への出願が8月27日から始まっています。9月22日まで

の出願者数は次のとおりです。（カッコ内は募集定員）

　なお、A日程の第一次選抜最終出願締切日は10月14日です。

文 学 部　英文・昼（45）　0089名　　　英文・夜（3）　0002名

　　　　　キリスト教（2）　0002名　　　史（20）　　　0082名

経済学部　経済・昼（45）　0159名　　　経済・夜（5）　0006名

　　　　　経営・昼（23）　0097名　　　経営・夜（2）　0005名

法 学 部　法律（35）　　��072名

教養学部　人間科学（5）　0027名　　　言語文化（5）　0026名

　　　　　情報科学（4）　0018名　

工 学 部　機械創成工（12）040名　　　電気情報工（10）44名

　　　　　物理情報工（6）　016名　　　環境土木工（10）26名

　第一次選抜でA・B・Cの評価を受けた方は第二次選抜に出願できます。第二次選抜

は11月14日に行われ、最終的な合格発表は11月21日です。

　また、AO入試（B日程）第一次選抜への出願期間は、11月20日から11月26日までです。

問い合わせ先　入試課　TEL.022-264-6455

　学生の出口を担う就職部では、公務員や教育職員の採用なども一段落し、ま

だ内定を得ていない4年生は、民間企業など、いろいろな選択肢を強いられてお

りますが、希望を最後まで失わず、「まだ、頑張れるよ!諦めないで!」と、祈る思

いで学生個々人を見守っています。また、早い段階で採用活動を終えていた企

業においても、再度、再々度と、求人の発信をしていただくこともあり、このよ

うに、声をかけていただけることの有難さを痛感し、感謝の気持ちで一杯です。

　3年生に対しては、自己分析や就職活動への準備、求職意識の高揚のために、6

月に「就職ミニガイダンス」を実施しました。10月からは、「就職情報セミナー」

や「業界研究講座」「企業研究講座」などを実施すると同時に、積極的に会社説明

会へ参加するよう指導をしています。荒削りの原石を、短時間では磨くことは

できませんが、本学が望む、「あたり前の事をあたり前にできる」ということを

常に心がけながら、指導と教育にあたっています。

　また、低学年次からの就職支援体制が求められる今日、東北学院大学も今ま

で以上に、何をなすべきかが常に問われ、そのニーズに応えていかなければな

らない状況です。「大学生活をいかに充実できたか」、「自分探しができたか」な

ど、将来を見据える選択肢のために、さまざまなチャンスにチャレンジできる

場を、就職部では企画し、提供しています。

「頑張れ！就職活動中の皆さん」、就職部は応援しています。

問い合わせ先　土樋キャンパス�就職課　TEL.022-264-6481
　　　　　　　多賀城キャンパス�就職係　TEL.022-368-1101
　　　　　　　泉 キ ャ ン パ ス�就職係　TEL.022-375-1161

東北学院大学
■土樋キャンパス
大学院：文学研究科、経済学研究科、法学研究科
学　部：文学部・経済学部・法学部（各3・4年）
〒980-8511�仙台市青葉区土樋一丁目3番1号
TEL.022-264-6421��FAX.022-264-3030

■多賀城キャンパス

大学院：工学研究科
学　部：工学部
〒985-8537�宮城県多賀城市中央一丁目13番1号
TEL.022-368-1116��FAX.022-368-7070

■泉キャンパス

大学院：人間情報学研究科
学　部：文学部・経済学部・法学部（各1・2年）、
　　　　教養学部
〒981-3139�仙台市泉区天神沢二丁目1番1号
TEL.022-375-1121��FAX.022-375-4040

東北学院中学校・東北学院高等学校
〒980-0811�仙台市青葉区一番町一丁目9番1号
TEL.022-227-1221��FAX.022-227-6302

東北学院榴ヶ岡高等学校
〒981-3105�仙台市泉区天神沢二丁目２番１号
TEL.022-372-6611��FAX.022-375-6966

東北学院幼稚園
〒985-0862�宮城県多賀城市高崎三丁目7番7号
TEL.022-368-8600��FAX.022-309-2655
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